
より質の高い 
代行入力業務の推進に向けて 
医師の労働時間を短縮し、働き方改革を推進するためには、医師からのタスク・シフ
トが必要です。医師事務作業補助者へのタスクシフトの中でも、今後とりわけ期待が
大きい代行入力業務に焦点を当て、その改善手法を共有します。業務拡大や教育にお
役立ていただけましたら幸いです。 

2021年 
2月13日 14:00-16:30（受付13：30～） 

14:10～ 
14:45 講師: 瀬戸 僚馬 （研究者） 

     (東京医療保健大学 医療情報学科 教授) 

「代行入力に関する諸制度」 

14:45～ 
15:20 講師: 増成 倫子 （医師事務作業補助者） 

     (荒木脳神経外科病院 管理本部 企画部) 

「代行入力業務の取り組み（仮）」 

会 員：1,000円    一 般：1,500円 参 加 費 

厚生労働省 

日 時 

第1部 

第2部 

土 

NPO法人日本医師事務作業補助研究会主催 タスク・シフティング等 
勤務環境改善推進事業 

～タスク・シフティング推進研修会～ 

座  長 

講演１ 

講演2 

講演3 

総合討論 

15:20～ 
15:55 講師: 小枝 伸行 （薬剤師・事務） 

     (八尾市立病院 事務局 参事) 

「代行入力業務を安全に推進するための多職種協働」 

15:55～ 
16:30  テーマ「より質の高い代行入力業務の推進に向けて」 

申 込 方 法 

申込締切日 

日本医師事務作業補助研究会ＨＰよりお申込みください http://ishijimu.umin.jp/  

2021年2月5日（金）※定員になり次第締め切らせていただきます 

定員50名 

14：00～開会 

Ｚｏｏｍを使用したオンライン研修会です 

矢口 智子 (NPO法人日本医師事務作業補助研究会 理事長) 
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